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主 計 室 長 今 井 信 一 郎
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平成 20 年３月期の業績予想の修正及び 

平成 20 年３月期末の有価証券評価損に関するお知らせ 

 
 
  平成 19 年 11 月 15 日公表の「平成 20 年３月期 中間決算短信」にてお知らせいたしました平

成 20 年３月期(平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日)の業績予想を下記のとおり修正いたし

ます。 

 また、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復が

あると認められないものについて、平成 20 年３月期において減損処理による有価証券評価損を計

上する必要が生じましたのでお知らせします。 
 
 
１．平成 20 年３月期の業績予想の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

 

(1) 単体業績予想の修正 
(単位：百万円) 

   経常収益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益
円 銭

 前回発表予想（平成 19 年 11 月 15 日公表） (A) 90,000 17,000 8,500 32 16

 今回修正予想 (B) 104,000 9,900 3,100 11 73

 増減額 (B-A) 14,000 △7,100 △5,400 △20 43

 増減率                       (％) 15.6％ △41.8％ △63.5％ △63.5％

 
（ご参考） 

前期実績(平成 19 年３月期) 
84,692 14,945 8,570 32 40

  
 
 

(2) 連結業績予想の修正 
(単位：百万円) 

   経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益
円 銭

 前回発表予想（平成 19 年 11 月 15 日公表） (A) 100,000 18,000 9,000 34 05

 今回修正予想 (B) 114,000 10,500 3,200 12 10

 増減額 (B-A) 14,000 △7,500 △5,800 △21 95

 増減率                      (％) 14.0％ △41.7％ △64.4％ △64.5％

 
（ご参考） 

前期実績(平成 19 年３月期) 
96,635 16,061 8,839 33 42



(3) 修正の理由 

 

 ①単体業績予想の修正 

  価格変動リスクを低減するため、保有株式の売却を進めた結果、経常収益は前回発表予

想を上回る見込みであります。 

  一方、当行はサブプライム関連商品への直接投資は一切行っておりませんでしたが、サ

ブプライムローンを震源としたマーケットの動揺という間接的影響により、保有有価証券

の価格が大幅に下落したため、当期末において減損処理を行います。 

  また、バーゼルⅡの基礎的内部格付手法の適用を機に、内部格付制度の厳格な適用を行

ったことにより、与信コストも増加する見込みで、その結果、経常利益、当期純利益がと

もに前回発表予想と比べ減少する見込みとなりましたので、単体業績予想を修正するもの

であります。 

 

 ②連結業績予想の修正 

  主に単体業績予想の修正に伴うものであります。 

 

 

 

２．平成 20 年３月期末の有価証券評価損の総額 

 

（Ａ）平成 20 年３月期末の 

有価証券評価損（減損処理）の総額 
６,９７２百万円 

（Ｂ）平成 19 年３月期の純資産額（Ａ／Ｂ×100） 
２６０,２５４百万円 

（２.７％） 

（Ｃ）平成 19 年３月期の経常利益額（Ａ／Ｃ×100）
１４,９４５百万円 

（４６.７％） 

（Ｄ） 平成 19年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×100）
８,５７０百万円 

（８１．３％） 

 （ご参考）当行の決算期末は、３月 31 日であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《 ご 参 考 》 
 
■ 平成 20 年３月期業績見込み 

       (単位：億円) 

 

 
前回発表予想
（平成 19 年 11 月

15 日公表分) 

Ａ 

決算見込 
 

Ｂ 
比較 

Ｃ＝Ｂ－Ａ 

19年３月期
実績 

業務粗利益 ６４７ ６０２ △４５ ６２０

資金利益 ５９１ ５８０ △１１ ５６８

役務取引等利益 ８６ ７６ △１０ ８７

その他業務利益 △３０ △５４ △２４ △３５
 

 うち国債等債券償却 ― △６２ △６２ ―

(-) 経費[臨時処理分を除く] ４４７ ４４５ △２ ４２５

実質業務純益(一般貸倒引当金繰入前) ２００ １５６ △４４ １９５

(-) 一般貸倒引当金繰入額 ― ４５ ４５ △５

業務純益 ２００ １１１ △８９ ２００

臨時損益 △３０ △１２ １８ △５１

 (-) うち不良債権処理損失 ３１ １１３ ８２ ５５

 うち株式関係損益        (※1) ６ １１２ １０６ ２２

  うち株式等償却 ３ ６ ３ ０

経常利益 １７０ ９９ △７１ １４９

特別損益 △３ △７ △４ △６

 うち貸倒引当金戻入益 １０ ― △１０ ―

税引前当期純利益 １６７ ９１ △７６ １４２

当期純利益 ８５ ３１ △５４ 

 

８５
 

(-) 与信コスト              (※2) ２１ １５８ １３７ ５０

 (-) 一般貸倒引当金繰入額 ― ４５ ４５ △５

 (-) 不良債権処理損失 ３１ １１３ ８２ ５５

 (+) 貸倒引当金戻入益 １０ ― △１０ 

 

―

(※1)  株式関係損益 ＝ 株式等売却益 － 株式等売却損 － 株式等償却 

(※2)  与信コスト ＝ 一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理損失 － 貸倒引当金戻入益 
 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであ

り、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


